
令和７ 年度 第１ 回 伊勢地域公共交通会議

日時 令和７ 年６ 月６ 日（ 金） 15： 00～

場所 伊勢商工会議所 ５ 階 大ホール

事 項 書

１ ． 開 会

２ ． 議 題

・ 議案第１ 号 令和６ 年度 事業報告について

・ 議案第２ 号 令和６ 年度 事業収支決算（ 案） について

・ 議案第３ 号 地域公共交通確保維持事業に係る 計画の令和８ 年度認定申請について

・ 議案第４ 号 土路今一色線の再編について

・ 議案第５ 号 伊勢市地域公共交通計画について

・ 議案第６ 号 令和７ 年度 伊勢市「 日本版ラ イ ド シェア」 長期実証事業について

・ 議案第７ 号 自動運転実証事業について

・ 報告第１ 号 神宮 125 社めぐ り （ 外宮エリ ア、 大湊・ 神社エリ ア） の作成について

３ ． そ の 他

４ ． 閉 会























・ おかげバス （ 環状線除く ） １ 頁

・ おかげバス 環状線 ２ 頁

・ おかげバス デマンド ３ 頁

・ 沼木バス

・ 沼木バス デマンド

４ 頁

５ 頁

・ 進修おでかけタ ク シー

・ 運行経費等について

・ 伊勢市内路線バス

６ 頁

７ 頁～９ 頁

１ ０ 頁～１ １ 頁

おかげバス 等の利用状況について

（ 令和元年度～令和６ 年度）

資料１



R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

御薗線（御薗ルート） 5,752 3,753 4,528 5,690 5,691 6,749

辻久留・藤里線
（辻久留・藤里ルート）

17,900 11,897 11,116 11,766 13,529 15,171

東大淀・明野・小俣線 27,839 18,879 18,118 21,801 23,350 23,789
R2.7.31までは明野ルート、
東大淀・日赤ルートとの合算

鹿海・朝熊線
（鹿海・朝熊ルート）

10,965 9,145 9,480 9,232 8,136 7,714

二見線（二見ルート） 16,172 12,435 12,374 11,750 12,088 11,869

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

R1年度 78,628 - - - - -

R2年度 56,109 71.4% - - - -

R3年度 55,616 70.7% 99.1% - - -

R4年度 60,239 76.6% 107.4% 108.3% - -

R5年度 62,794 79.9% 111.9% 112.9% 104.2% -

R6年度 65,292 83.0% 116.4% 117.4% 108.4% 104.0%

１　おかげバス（環状線のぞく）の利用状況（令和元年度～令和６年度）

路線名 備考
年間利用者数

65,292

比較
期間 利用者

56,109おかげバス合計 78,628 55,616 62,79460,239

（単位：人）
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

環状線 38,625 42,264 45,294 52,511 57,226 60,611 R2.4.1から本格運行開始

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

R1年度 38,625 - - - - -

R2年度 42,264 109.4% - - - -

R3年度 45,294 117.3% 107.2% - - -

R4年度 52,511 136.0% 124.2% 115.9% - -

R5年度 57,226 148.2% 135.4% 126.3% 109.0% -

R6年度 60,611 156.9% 143.4% 133.8% 115.4% 105.9%

備考

期間 利用者
比較

路線名
年間利用者数

２　おかげバス環状線の利用状況（令和元年度～令和６年度） （単位：人）
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R1年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

粟野団地方面
（粟野団地・植山方面ルート）

1,749 1,192 728 800 678 616
R4.4.1から植山方面と統合し、「粟
野団地・植山方面」

湯田・新村方面
（湯田・新村・元町ルート）

373 747 895 971 1,197 991

御薗・小木・田尻デマンド
（小木・田尻ルート）

1,511 1,039 1,178 1,233 1,129 1,053

植山方面 16 33 R2.8.1からR4.3.31まで運行

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

R1年度 3,633 - - - - -

R2年度 2,994 82.4% - - - -

R3年度 2,834 78.0% 94.7% - - -

R4年度 3,004 82.7% 100.3% 106.0% - -

R5年度 3,004 82.7% 100.3% 106.0% 100.0% -

R6年度 2,660 73.2% 88.8% 93.9% 88.5% 88.5%

３　おかげバスデマンドの利用状況（令和元年度～令和６年度）

おかげバスデマンド合計 3,633 2,8342,994

路線・方面 備考
年間利用者数
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比較
利用者期間
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

沼木バス 3,113 2,074 1,581 1,865 2,345 2,677 スクール用を除く

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

R1年度 3,113 - - - - -

R2年度 2,074 66.6% - - - -

R3年度 1,581 50.8% 76.2% - - -

R4年度 1,865 59.9% 89.9% 118.0% - -

R5年度 2,345 75.3% 113.1% 148.3% 125.7% -

R6年度 2,677 86.0% 129.1% 169.3% 143.5% 114.2%

年間利用者数

比較

４　沼木バスの利用状況（令和元年度～令和６年度）

備考

期間 利用者

（単位：人）
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

沼木バスデマンド 331 348 467 632 594
R2.10.1より運行開始
（R2年度は10月～R3年3月）

R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

R2年度 331 - - - -

R3年度 348 105.1% - - -

R4年度 467 141.1% 134.2% -

R5年度 632 190.9% 181.6% 135.3% -

R6年度 594 179.5% 170.7% 127.2% 94.0%

年間利用者数
備考

比較
期間 利用者

５　沼木バスデマンドの利用状況（令和２年度～令和６年度）
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R1年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

高麗広線 9 10 4 1 4

宇治線 120 185 259 213 194

R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

R2年度 129 - - -

R3年度 195 151.2% - -

R4年度 263 203.9% 134.9% -

R5年度 214 165.9% 109.7% 81.4% -

R6年度 198 153.5% 101.5% 75.3% 92.5%

263
R2.8.1より運行開始

（R2年度は8月～R3年3月）

期間 利用者

214

比較

198進修おでかけタクシー合計 129 195

６　進修おでかけタクシーの利用状況（令和２年度～令和５年度）

路線・方面 備考
年間利用者数
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7

令和６ 年度 コ ミ ュ ニティ バス運行経費等について

１ コ ミ ュニティ バス運行事業

（ １ ） 伊勢市コ ミ ュ ニティ バス運行業務委託

①契約金額： 128, 385, 413 円（ 伊勢市分 127, 588, 111 円+明和町負担金 797, 302 円）

②委託期間： 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月３ １ 日

③運行路線：【 御薗線】、【 辻久留・ 藤里線】、【 東大淀・ 明野・ 小俣線】

【 鹿海･朝熊線】、【 二見線】、【 環状線】

※委託料以外の市負担額： 108, 587 円

＜市負担率＞

（ 127, 588, 111+108, 587） ÷160, 286, 987×100＝79. 667. . .

運賃収入,  13, 879, 787円 広告協賛費,  

1, 696, 200円

国庫補助金,  

16, 217, 000円

明和町負担金,  

797, 302円

委託料（ 伊勢市負担分） ,  

127, 588, 111円

その他（ 伊勢市負担分） ,  

108, 587円

令和６ 年度　 おかげバス 　 運行経費内訳

運行経費（ 全体） 　 160, 286, 987円

（ 単位： 円）

※その他には、 消耗品費等を 含む

市負担率

約80％
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（ ２ ） 伊勢市コ ミ ュ ニティ バスデマンド 運行業務委託

①契約金額： 7, 053, 935 円

②委託期間： 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月３ １ 日

③運行路線： 小俣・ 粟野デマンド 【 粟野団地・ 植山方面】、【 湯田・ 新村方面】、

御薗・ 小木・ 田尻デマンド の 3 路線

（ ３ ） 沼木バスデマンド 運行業務委託

①契約金額： 2, 325, 339 円

②委託期間： 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月３ １ 日

市負担率

約 96％

運賃収入等,  255, 950円

市負担（ 委託料） ,  

7, 053, 935円

令和６ 年度　 おかげバス デマン ド 運行経費内訳

運行経費（ 全体）

　 7, 309, 885円

（ 単位： 円）

市負担率

約96％

運賃収入, 57,100円

市負担（委託料）, 

2,325,339円

令和６ 年度　 沼木バス デマン ド 運行経費内訳

運行経費（ 全体）

　 2, 382, 439円

（ 単位： 円）

市負担率

約98％
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２ 沼木地区自主運行バス運行事業

①契約金額： 6, 476, 280 円

（ 伊勢市分 5, 551, 821 円+度会町負担金 797, 302 円+国庫補助金 814, 000 円）

②委託期間： 令和６ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月３ １ 日

③運行路線：【 市内連絡用】、【 市内連絡・ 買物用】、【 南伊勢高校度会校舎連絡】

※委託料以外の市負担額： 2, 254, 602 円

＜市負担率＞

（ 5, 551, 821+2, 254, 602） ÷8, 996, 582×100＝86. 770. . .

運賃収入,  265, 700円

国庫補助金,  814, 000円

度会町負担金,  

110, 459円

委託料（ 伊勢市

負担分） ,  

5, 551, 821円

その他（ 伊勢市

負担分） ,  

2, 254, 602円

令和６ 年度　 沼木バス 　 運行経費内訳

運行経費（ 全体）

　 　 8, 996, 582円

（ 単位： 円）

※その他には、 燃料費や

修繕費等を 含む

市負担率

約87％



路線別輸送人員推計（伊勢市内）

種別 路線名 上期 下期 合　計

一般 伊勢市内Ａ 線 51,600 63,200 114,800

49,500 60,000 109,500

2,100 3,200 5,300

4.2% 5.3% 4.8%

一般 神社線 55,500 55,200 110,700

53,400 52,800 106,200

2,100 2,400 4,500

3.9% 4.5% 4.2%

一般 外宮内宮線 702,000 828,800 1,530,800

616,500 787,000 1,403,500

85,500 41,800 127,300

13.9% 5.3% 9.1%

一般 大湊線 30,900 34,700 65,600

30,500 34,000 64,500

400 700 1,100

1.3% 2.1% 1.7%

一般 イ オンう ぐ いす台線 52,300 60,600 112,900

50,200 57,600 107,800

2,100 3,000 5,100

4.2% 5.2% 4.7%

一般 二見サンアリ ーナ線 10,000 6,000 16,000

12,800 6,300 19,100

-2,800 -300 -3,100

-21.9% -4.8% -16.2%

幹線 土路今一色線 7,300 9,000 16,300

8,300 9,200 17,500

-1,000 -200 -1,200

-12.0% -2.2% -6.9%

一般 伊勢鳥羽線 18,900 22,200 41,100

18,100 20,000 38,100

800 2,200 3,000

4.4% 11.0% 7.9%

中川線 58,000 48,900 106,900

55,800 46,700 102,500

2,200 2,200 4,400

3.9% 4.7% 4.3%

幹線 南島線 34,400 29,800 64,200

34,300 29,500 63,800

100 300 400

0.3% 1.0% 0.6%
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幹線
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率
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路線別輸送人員推計（伊勢市内）

種別 路線名 上期 下期 合　計

一般 Ｃ Ａ Ｎ ばす 103,900 132,600 236,500

101,300 129,200 230,500

2,600 3,400 6,000

2.6% 2.6% 2.6%

伊勢玉城線( 伊勢志摩交通) 16,000 14,200 30,200

16,600 12,500 29,100

-600 1,700 1,100

-3.6% 13.6% 3.8%

一般 有滝線( 伊勢志摩交通） 19,900 18,200 38,100

23,000 21,900 44,900

-3,100 -3,700 -6,800

-13.5% -16.9% -15.1%

幹線 御座 132,700 132,700 265,400

131,500 137,800 269,300

1,200 -5,100 -3,900

0.9% -3.7% -1.4%

幹線 宿浦 52,300 64,900 117,200

60,400 56,200 116,600

-8,100 8,700 600

-13.4% 15.5% 0.5%

幹線 伊勢五ヶ 所 26,900 27,900 54,800

22,900 23,200 46,100

4,000 4,700 8,700

17.5% 20.3% 18.9%

一般路線 1,138,200

観光路線 1,783,300

計 2,921,500

一般路線 観光路線 計

令和６年度 1,138,200 1,783,300 2,921,500

令和５年度 1,128,900 1,653,600 2,706,300

9,300 129,700 215,200

0.8% 7.8% 8.0%

（参考） 一般路線 観光路線 計

令和６年度と 令和元年度 1,507,900 2,769,900 4,277,800

令和元年度の -369,700 -986,600 -1,356,300

年間比較 -25% -36% -32%

令和６年度

令和５年度

差

率
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令和５年度
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議案第２ 号

令和６ 年度 事業収支決算書（ 案）

（ 歳 入） （ 単位： 円）

（ 歳 出） （ 単位： 円）

歳入合計 7, 962, 969 円 － 歳出合計 7, 157, 112 円 ＝ 差引残額 805, 857 円

差引残額 805, 857 円は、 令和７ 年度に繰り 越すこ と と する 。

科目

当 初

予算額

（ Ａ ）

補 正

予算額

（ Ｂ ）

予算現額

（ Ｃ ）

〔 Ａ +Ｂ 〕

収入額

（ Ｄ ）

比較

〔 Ｄ －Ｃ 〕
摘 要

負担金 5, 869, 000 0 5, 869, 000 5, 869, 000 0 市負担金

補助金 2, 500, 000 500, 000 3, 000, 000 2, 037, 000 △963, 000 県、 国補助金

繰越金 1, 000 55, 000 56, 000 56, 969 969 前年度繰越金

雑収入 1, 000 △1, 000 0 0 0

計 8, 371, 000 554, 000 8, 925, 000 7, 962, 969 △962, 031

科目

当初

予算額

（ Ｅ ）

補 正

予算額

（ Ｆ ）

予算現額

（ Ｇ ）

〔 Ｅ +Ｆ 〕

支出額

（ Ｈ）

比較

〔 Ｇ －Ｈ 〕
摘 要

事務費 155, 000 0 155, 000 142, 720 12, 280
収入印紙、 郵送

振込手数料等

事業費 8, 216, 000 54, 000 8, 270, 000 6, 514, 392 1, 755, 608

消耗品費 197, 000 0 197, 000 174, 030 22, 970
乗り 方教室、

バス ポス タ ー等

印刷製本費 2, 994, 000 △844, 000 2, 150, 000 2, 151, 169 △1, 169
時刻表、 125 社めぐ り

パンフ レ ッ ト

委託料 5, 025, 000 779, 000 5, 804, 000 4, 070, 393 1, 733, 607
見える 化事業、

ラ イ ド シェ ア実証

使用料 0 119, 000 119, 000 118, 800 200 125 社めぐり 画像等使用料

補助金 0 500, 000 500, 000 500, 000 0 県、 国補助金

計 8, 371, 000 554, 000 8, 925, 000 7, 157, 112 1, 767, 888
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【参考資料】

【歳入】 （単位：円）

科目 当初予算額 補正額 予算現額 収入額 内訳

負担金 5,869,000 0 5,869,000 5,869,000 市負担金

5/23　　5,869,000円

補助金 2,500,000 500,000 3,000,000 2,037,000
三重県交通不便地域等移動手段確保

総合対策補助金
地域公共交通調査等事業　補助金

繰越金 1,000 55,000 56,000 56,969 前年度より

雑収入 1,000 ▲ 1,000 0 0

合計 8,371,000 554,000 8,925,000 7,962,969

【歳出】 （単位：円）

科目 当初予算額 補正額 予算現額 支出額 内訳

事務費 155,000 0 155,000 142,720 合計　142,720円

　　【内訳】　

振込手数料　12,100円

　会議室使用料等　113,510円

伊勢まつり、EST関連費用　5,200円

ウォーキングイベント保険　1,900円

切手、収入印紙　10,010円

事業費 8,216,000  54,000 8,270,000 6,514,392

　（１）消耗品費 197,000 0 197,000 174,030 合計　174,030円

　　【内訳】　

バスの乗り方教室　2B鉛筆 22,550円

バスポスター関連　104,221円

伊勢まつりノベルティ　23,540円

事務用品　23,719円

　（２）印刷製本費 2,994,000 ▲ 844,000 2,150,000 2,151,169 合計 2,151,169円

委託料と 　　【内訳】　

使用料へ流用 公共交通時刻表印刷配布業務　2,123,302円

125社パンフレット印刷　27,867円

　（３）委託料 5,025,000 779,000 5,804,000 4,070,393 合計　4,070,393円

印刷製本費から 　　【内訳】　

流用 公共交通見える化事業　10,000円

神宮125社コンテンツ等作成　688,600円

公共交通時刻表内容作成業務　297,000円　

伊勢市「日本版ライドシェア」実証委託費

3,074,793円

　（4）使用料 0 119,000 119,000 118,800 合計　118,800円

印刷製本費から 　　【内訳】　

流用 神宮125社めぐりテキスト・画像貸与料

118,800円

補助金 0 500,000 500,000 500,000 地域公共交通調査等事業　補助金

合計 8,371,000 554,000 8,925,000 7,157,112

令和6年度　伊勢地域公共交通会議　事業収支決算書（案）
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議案第３ 号

地域公共交通確保維持事業に係る 計画の令和８ 年度認定申請について

１ ． 地域公共交通確保維持事業に係る計画について

地域公共交通計画のう ち、 地域公共交通確保維持事業に係る計画は、 存続が危機に瀕して

いる生活交通について、 地域の特性・ 実情に応じ た生活交通の確保維持を図るための計画で

ある。

伊勢市の場合、 おかげバス及び沼木バスの一部の路線が、 国の地域公共交通確保維持事

業における「 地域内フィ ーダー系統確保維持費国庫補助金」 に該当するため、 地域公共交

通確保維持事業に係る計画を作成し 、 こ の公共交通会議で協議を経て国に申請するこ と に

より 、 補助対象路線の運行経費の一部について、 国から 補助金の交付を受けるこ と ができ

る。

２ ． 国から の補助額

現時点の補助制度では、 補助金は毎年交付さ れる。

補助額については、 定めら れた計算方法に基づいて算出した対象路線の補助対象経費の２

分の１ が国庫補助額と なる。

国庫補助の上限額が設定さ れ、 事業費が補助対象経費の２ 分の１ の額を上回った場合は、

国庫補助上限額が補助額と なる。

令和８ 年度における国庫補助上限額の算定式は、 未決定と なっている。

（ 令和６ 年度 補助金額内訳）

おかげバス 16, 217, 000 円

沼木バス 814, 000 円

計 17, 031, 000 円
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令和７ 年６ 月 日

（ 名称） 伊勢地域公共交通会議

１ ． 地域公共交通確保維持事業に係る 目的・ 必要性

（ １ ） 伊勢市の公共交通の現状

伊勢市は、 神宮を擁する 観光地と し て、 近鉄、 JR、 周遊バス 、 タ ク シー等の観光交通網があり 、 地域の中心

市と し て周辺市町から のバスの乗り 入れがある 。 市内住民の生活交通については路線バス が主要区間を担って

いる 。 現在は 16 路線、 う ち地域間幹線が 7 路線運行し ており 、 輸送人員は年間 200 万人を超える 。

平成 17 年の合併によ り 、市内各地の間に公共交通サービス の偏り が生じ たこ と から 、市民が公平なサービス

を受けら れる よ う 「 伊勢地区新市バス 等交通シス テム検討委員会」 が設置さ れ、 ルート やダイ ヤについて検討

を行い、 平成 19 年 4 月から コ ミ ュ ニティ バス「 おかげバス」 の運行を開始し た。 沼木地区では、 路線バスの廃

止に伴い、 平成 26 年 5 月から 自家用有償旅客運送によ る「 沼木バス」 の運行を開始し た。 ま た、 駅を中心に放

射状に走っている 市内路線バス の利用促進及び利便性向上を図る ため、平成 31 年 1 月から 令和 2 年 3 月まで循

環（ 環状） バス ルート の実証実験を実施し 、 令和 2 年 4 月から おかげバス の環状線と し て本格運行し た。

（ ２ ） 伊勢地域公共交通網計画策定の経緯

少子高齢化が進む一方、 公共交通を取り 巻く 環境が厳し さ を増し ている なか、 高齢者等の移動手段を確保す

る ため、 平成 25 年に「 伊勢市地域公共交通総合連携計画」 を策定し た。 その後、 交通政策基本法の制定（ 平成

25 年） や地域公共交通の活性化及び再生に関する 法律の一部改正（ 平成 26 年） が行われ、 関係機関と 共に面

的な公共交通ネッ ト ワ ーク の構築を行う 必要がある こ と から 、 平成 28 年に「 伊勢市地域公共交通網形成計画」

を策定し た。 令和 2 年 3 月には、 バス 利用者の減少や今後の人口減少を見据え、 地域住民、 交通事業者、 行政

が一体と なり 、 ま ちづく り や地域住民の生活を支える 身近で使いやすい地域公共交通を推進する ため「 伊勢市

地域公共交通網形成計画」 を改訂し た。

（ ３ ） 伊勢市における 伊勢地域公共交通網計画の位置づけ

「 （ 改訂） 伊勢市地域公共交通網形成計画」 は平成 30 年策定の「 第 3 次伊勢市総合計画」 、 平成 28 年策定

の「 伊勢市都市マス タ ープラ ン」 を上位計画と し ている 。

（ ４ ） 伊勢地域公共交通網計画における おかげバス 、 沼木バス の位置づけ

「 （ 改訂） 伊勢市地域公共交通網形成計画」 では、 「 気軽におでかけができ 、 交流と 活力に満ちた地域社会

を支える 地域公共交通」 を目指す将来像と し て定め、 「 私たちで創り 、 育む、 持続性のある 地域公共交通網の

構築」 を基本理念と し ている 。

計画の実現に向け「 日常生活で利用でき る 公共交通を目指す」 、 「 公共交通を利用し た観光交流人口の増加

を目指す」 、「 地域の関係者が協働・ 連携し ながら 公共交通を支える 」 の３ つの基本方針を定め、 その中で「 日

常生活で利用でき る 公共交通を目指す」 ための具体的な施策と し て、 おかげバス、 環状線、 沼木バスの運行の

維持・ 改善を位置づけている 。

公共交通の役割では、 おかげバス 及び沼木バスは支線交通における 支線バス と し て、 ま た、 環状線は各幹線

と 支線等を結ぶバス と し て、 幹線に接続し 、 地域内の移動を担う 路線と し て、 地域の生活拠点である 商業施設、

医療施設及び公共施設等を結び、 幹線を補完する 路線と し て位置づけら れている こ と から 、 地域公共交通確保

維持事業によ り 、 引き 続き 運行の確保・ 維持が必要である 。

（ ５ ） おかげバス

おかげバス は平成 19 年 4 月から 運行を開始し 、令和 2 年 4 月から 環状線を追加、令和 2 年 8 月に再編を行

資料２ －１
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い、 ６ 路線で運行を行う 。

環状線を除く おかげバス ５ 路線 14 系統は、いずれも 公共交通の不便な地域を中心に運行する フィ ーダー路

線と し ての役割を担っている 。

環状線１ 路線３ 系統については、 市の中心部を環状に運行する こ と で既存のバス 路線網を補完し 、 各幹線

と 支線等を結ぶフィ ーダー路線と し ての役割を担っている 。

そのこ と から 、 運行当初の目的を達成する ため、 引き 続き 運行の確保・ 維持が必要である 。

【 鹿海・ 朝熊線】 いせト ピア～朝熊町～いせト ピア 11. 2km（ 循環系統）

伊勢市朝熊町、 一宇田町、 鹿海町等から の四郷小学校への通学、 伊勢総合病院への通院、 近鉄五十鈴川

駅、 商業施設、 公共施設（ 生涯学習センタ ー） 等への移動手段と し て必要不可欠な路線である 。 一方で、

市や運行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・

維持する 必要がある 。

【 東大淀・ 明野・ 小俣線】

・ 小俣図書館～三重ハート センタ ー～山大淀 17. 5km

・ 小俣図書館～近鉄明野駅前～山大淀 16. 2 km

・ 伊勢赤十字病院～小俣図書館～三重ハート センタ ー～山大淀

往路 24. 0km、 復路 23. 3 ㎞

・ 伊勢赤十字病院～小俣図書館～近鉄明野駅前～山大淀

往路 22. 7km、 復路 22. 0 ㎞

明和町大淀地区、 伊勢市東大淀町、 村松町、 小俣町明野地区、 野村町等から の鉄道駅（ 近鉄明野駅・ JR

宮川駅）、 公共施設（ 小俣郵便局・ 小俣図書館・ 小俣総合支所等）、 伊勢赤十字病院、 小俣町中心部、 明和

町大淀地区の個人医院への通院、 商業施設等への移動手段と し て必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や

運行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持

する 必要がある 。

【 二見線】・ 松下広場～浜郷小学校前～五十鈴川駅前 19. 9km

・ 松下広場～山商口～五十鈴川駅前 19. 1km

伊勢市二見町地区から の伊勢総合病院への通院、 近鉄五十鈴川駅、 商業施設、 公共施設（ 生涯学習セン

タ ー） 等への移動手段と し て必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や運行事業者の運営努力だけでは路線

の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する 必要がある 。

【 辻久留・ 藤里線】・ 大倉う ぐ いす台～勢田町～伊勢市役所正面 15. 9km

・ 大倉う ぐ いす台～勢田町～宇治山田駅前 15. 6km

伊勢市大倉町、 辻久留町、 前山町、 旭町、 藤里町、 勢田町鷹泊・ 千寿台団地から 鉄道駅（ 宇治山田駅、

伊勢市駅）、 公共施設（ 伊勢市役所、 三重県伊勢庁舎等）、 藤里町の個人医院への通院、 商業施設等への移

動手段のほか、 令和６ 年５ 月に廃止と なった無料送迎バスに代わる 、 鉄道駅から 「 伊勢やすら ぎ公園」 へ

のアク セス 手段と し て必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や運行事業者の運営努力だけでは路線の維持

が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する 必要がある 。

【 環状線】・ 伊勢市駅前～伊勢病院～伊勢市駅前 18. 2km

・ 河口外科前～ラ ラ パーク ～伊勢市駅前 10. 9km

・ 松尾観音～伊勢病院前～伊勢市駅前 6. 7km

市内の各幹線や支線等、 かつ、 地域の生活拠点である 商業施設、 医療施設及び公共施設等を結び、 地域
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内の移動を担う 路線、 幹線を補完する 路線と し て必要不可欠である 。 一方で、 市や運行事業者の運営努力

だけでは路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する 必要がある 。

（ ６ ） 沼木地区自主運行バス

沼木地区の住民にと っては、沿線に立地する 病院への通院や買物のほか、沿線に立地する 小学校の児童や、

中学校・ 高等学校の生徒の通学時に必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や運行事業者の運営努力だけでは

路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する 必要がある 。

【 市内連絡用（ １ ）】 ・ 床ノ 木～横輪口～沼木神社北～神薗 12. 5km

伊勢市矢持町およ び横輪町、 上野町から 路線バス のバス 停（ 神薗） へ移動する 手段と し て必要である 。

【 市内連絡用（ ２ ）】 ・ 床ノ 木～横輪口 6. 4km

伊勢市矢持町およ び横輪町と 路線バス のバス 停（ 横輪口） の間を移動する 手段と し て必要である 。

【 市内連絡用（ ３ ）】 ・ 床ノ 木～横輪口～津村口 14. 1km

路線バス のバス 停（ 津村、 横輪口等） から 横輪町、 矢持町へ移動する 手段と し て必要である 。

【 南伊勢高校度会校舎前連絡】 ・ 川口～南伊勢高校度会校舎前 2. 1km

南伊勢高校度会校舎への通学や路線バス のバス停（ 南伊勢高校度会校舎前） への移動手段と し て必要で

ある 。

【 市内連絡・ 買物用（ １ ）】 ・ 床ノ 木～横輪口～津村～度会町役場前 20. 5km

伊勢市矢持町およ び横輪町、 上野町、 津村町、 円座町等から 度会町の商業施設・ 個人医院、 ある いは路線

バス のバス 停（ グッ ディ 、 津村、 横輪口等） への移動手段と し て必要である 。

（（ 改定） 伊勢市地域公共交通網形成計画【 補助制度連動化】 資料 P8～9 参照）
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２ ． 地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・ 効果

（ １ ） 事業の目標

１ －１ ．（ 環状線を除く ） おかげバス

各路線の目標値を下表のと おり と する 。（ 令和 6 年度実績値の期間は R5. 10～R6. 9）

令和 8 年度目標値（ 環状線を除く ） 合計 66, 200 人

（ 令和 6 年度実績数（ 環状線を除く ） 合計 64, 691 人）

※輸送コ ス ト ＝1 人 1 回輸送コ ス ト （ 路線ごと の年間運行経費総額を路線ごと の年間輸送人員で除し た値）

※東大淀・ 明野・ 小俣線の令和元年度の利用者数については、 令和 2 年 8 月に路線の再編があったため、 再編

前の「 明野ルート 」 と 「 東大淀・ 日赤ルート 」 の利用者数を運行本数で按分し て算出し ている 。

※御薗線は対象外路線である が、補助制度連動化資料の目標値と の整合性を持たせる ため、参考値と し て記載。

伊勢市地域公共交通網形成計画において、 環状線を除く おかげバス の利用者数の目標値は年あたり 1. 3％

の伸び率を設定し ている 。

し かし ながら コ ロ ナ禍の影響を受け、 路線によ っては令和元年度の利用者数の水準ま で回復さ せる のは困

難である と 判断し 、 令和 6 年度以降の生活交通確保維持改善計画においては、 路線ごと に、 前々年度の利用

者数に基づいて目標値を再設定し た。

令和 5 年 10 月以降、 伊勢ひかり 病院バス 停等の経路を追加し た東大淀・ 明野・ 小俣線（ と 御薗線） で利用

者増が続いている ほか、 令和 6 年 4 月以降には、 伊勢やすら ぎ公園への無料送迎バスの代替輸送も 担う こ と

と なった辻久留・ 藤里線で利用者が増加し た。 一方で、 鹿海・ 朝熊線は昨年度に引き 続き 減少傾向である こ

と から 、 その実態にあわせ各々令和 6 年度の利用者実績に対し 伸び率 2. 6％（ 年ごと の伸び率 1. 3％） を目標

値と し た。

なお、 御薗線は対象外路線である が、 補助制度連動化資料の目標値と の整合性を持たせる ため、 参考値と

し て令和 6 年度の利用者実績に対し 伸び率 2. 6％（ 年ごと の伸び率 1. 3％） を目標値に設定し た。

実績値

路線名 項目 令和元年度 令和 5 年度 令和 6 年度

鹿海・

朝熊線

利用者数 11, 356 人 8, 514 人 8, 223 人

比較 R1 比 75％ R1 比 72％

輸送コ ス ト 775 円 1, 315 円 1, 379 円

東大淀・

明野・

小俣線

利用者数 20, 300 人 22, 800 人 23, 397 人

比較 R1 比 112％ R1 比 115％

輸送コ ス ト 1, 244 円 1, 407 円 1, 408 円

二見線

利用者数 16, 660 人 11, 964 人 12, 134 人

比較 R1 比 72％ R1 比 73％

輸送コ ス ト 1, 023 円 1, 603 円 1, 602 円

辻久留・

藤里線

利用者数 18, 223 人 12, 646 人 14, 750 人

比較 R1 比 69％ R1 比 81％

輸送コ ス ト 854 円 1, 570 円 1, 380 円

御薗線

※対象外

路線

利用者数 6, 629 人 5, 766 人 6, 187 人

比較 R1 比 87％ R1 比 93％

輸送コ ス ト ― 円 2, 004 円 1, 982 円

目標値

令和8年度

8, 400人

R6比2. 6％増

1, 350円

24, 000人

R6比2. 6％増

1, 370円

12, 400人

R6比2. 6％増

1, 570円

15, 100人

R6比2. 6％増

1, 350円

6, 300人

R6比2. 6％増

1, 950円
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１ －２ ． おかげバス 環状線

環状線の目標値を下表のと おり と する 。

令和 8 年度目標値（ 環状線） 61, 500 人

令和 8 年度 おかげバス の利用者目標値 127, 700 人

（ 令和 6 年度 おかげバス の利用者実績 123, 036 人）

環状線については、社会実験運行時から 1 周あたり 10 人の利用者数を目標と し ている 。コ ロ ナ禍にかかわ

ら ず年度ごと に利用者数が増加傾向である 。令和 6 年度の利用者数は 58, 345 人で、当初の目標である 1 周あ

たり の利用者数 10 人の目標を達成し た。引き 続き 環状線の利用啓発や周知に努めて利用者数の増加を目指し

ていく こ と から 、令和 8 年度については、令和 7 年度の目標値である 59, 700 人の伸び率 3. 0％と なる 61, 500

人（ 1 周あたり 10. 6 人） を目標と する 。

ま た、 運行当初から 評価指標と し ている 「 利用者１ 人１ 回あたり の輸送コ スト 」 においては、 コ ロ ナ禍の

ため一時評価指標から 外し ていたが、 利用者数の回復と と も に輸送コ ス ト の削減も 目標と する 。

（（ 改定） 伊勢市地域公共交通網形成計画【 補助制度連動化】 資料 P15 参照）

２ ． 沼木地区自主運行バス

令和 8 年度においては、 各路線の１ 回あたり の運行で２ 人以上利用する こ と を目標と する 。

【 目標】

〈 令和 8 年度〉 利用者数

市内連絡用（ １ ） 310 人

市内連絡用（ ２ ） 930 人※

市内連絡用（ ３ ） 310 人※

南伊勢高校度会校舎前連絡 310 人※

市内連絡・ 買い物用（ １ ） 1, 550 人

計 3, 410 人

※市内連絡用（ ２ ）（ ３ ） 南伊勢高校度会校舎前連絡路線については、 目標（ ２ 人／回） を達成でき る 見込

みがう すいも のの、補助が交付さ れない場合であっても 市が単独で路線を維持し ていく 。（ 南伊勢高校度会降

車前連絡路線は度会町の負担によ り 運行を維持）

（（ 改定） 伊勢市地域公共交通網形成計画【 補助制度連動化】 資料 P15 参照）
（ ２ ） 事業の効果

環状線を除く ルート は、 公共交通の不便な地域を中心に運行を行っており 、 鉄道駅、 路線バス等と の地域間

交通ネッ ト ワ ーク と 連携する こ と で、 効率的な運行体系を実現する こ と によ り 、 高齢者をはじ めと する 、 いわ

ゆる 交通弱者の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保さ れる 。

環状線は、 市内の鉄道網及びバス 路線網を補完し つつ、 主要な病院、 商業施設、 行政施設、 各幹線と 支線等を

目標値

令和 7 年度

59, 700 人

10. 3 人

740 円

実績値

路線名 項目 令和元年度 令和 5 年度 令和 6 年度

環状線 利用者数 56, 141 人 58, 345 人

1 周あたり

利用者数

9. 7 人 10. 1 人

輸送コ ス ト 794 円 768 円

目標値

令和8年度

61, 500人

730円

10. 6人
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結ぶ路線を高頻度で運行する こ と で、 市内移動及び生活の利便性向上、 ま た、 集約型都市実現向けた公共交通

網の形成を強化する 効果がある 。

３ ． ２ ． の目標を達成する ために行う 事業及びその実施主体

おかげバス 及び沼木地区自主運行バス の運行を継続し 、 自ら の移動手段を持たない交通弱者（ 高齢者等） に

対し 、 路線バスへの接続や買い物・ 通院等の移動手段の維持・ 確保を行う と と も に、 環状線を運行する こ と で、

市内移動利便性向上、 集約型都市実現に向けた公共交通網の形成を強化する 。

利用促進と 住民の理解を図る 取り 組みと し て、 交通事業者や行政、 地域住民が連携し ながら 、 高齢者や小学

生を対象と し たバスの乗り 方教室、 バス ポス タ ーの募集及び入選作品の商業施設での展示などの事業を実施す

る 。 ま た、 バス の日（ 9 月 20 日） における 街頭 PR活動、 伊勢地域公共交通会議主催の伊勢ま つり 会場におけ

る 「 のり も のふれあい広場」 の開催、 広報誌やケーブルテレ ビ行政チャ ンネルでの広報活動など広く 住民への

利用促進と 啓発を行う 。 さ ら に、 本事業年度はさ ら なる 利用啓発・ 促進策と し て伊勢市内の路線バス ・ コ ミ ュ

ニティ バス で利用でき る 無料乗車券を伊勢市内の世帯に配布し 、 利用する き っかけづく り を行う 。

環状線と 他の公共交通機関と の乗継割引を実施し 、 公共交通全体の利用促進を行う 。

（ 実施主体: 伊勢地域公共交通会議、 伊勢市）

４ ． 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を 確保・ 維持する 運行系統の概要及び

運送予定者
「 表 1」 を添付。

５ ． 地域公共交通確保維持事業に要する 費用の総額、 負担者及びその負担額
地域公共交通確保維持事業によ って運行の維持を図る おかげバス およ び沼木バス について、

●おかげバス …運行費用総額 160, 286, 987 円（ 令和 6 年度実績）

●沼木バス …運行費用総額 8, 996, 582 円（ 令和 6 年度実績）

のう ち、 運賃収入、 広告協賛金（ おかげバス のみ） およ び国庫補助金を運行経費から 差し 引いた差額分を伊勢

市が負担し 、 委託費と し て運行事業者に支払う こ と と し ている 。

６ ． ２ ． の目標・ 効果の評価手法及び測定方法

・ 路線ごと に乗降調査を実施し 、 数値指標によ る 利用者数のモニタ リ ング・ 評価を実施

・ 市民アンケート 等によ る 交通環境満足度の調査

・ おかげバス 、 おかげバス デマンド のホームページ等へのアク セス 数

・ 伊勢地域公共交通会議の開催数 など

７ ． 別表１ の補助対象事業の基準ホただし 書に基づき 、 協議会が平日１ 日当たり の運行回数が３

回以上で足り る と 認めた系統の概要

【 地域間幹線系統のみ】

※該当なし

８ ． 別表１ の補助対象事業の基準ニに基づき 、 協議会が「 広域行政圏の中心市町村に準ずる 生活

基盤が整備さ れている 」 と 認めた市町村の一覧

【 地域間幹線系統のみ】

※該当なし

９ ． 生産性向上の取組に係る 取組内容、 実施主体、 定量的な効果目標、 実施時期

及びその他特記事項

【 地域間幹線系統のみ】

※該当なし

10． 地域公共交通確保維持改善事業を 行う 地域の概要
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【 地域内フ ィ ーダー系統のみ】

「 表５ 」 を添付。

11． 車両の取得に係る 目的・ 必要性

【 車両減価償却費等国庫補助金・ 公有民営方式車両購入費国庫補助金を 受けよ う と する 場合

のみ】

※該当なし

12． 車両の取得に係る 定量的な目標・ 効果

【 車両減価償却費等国庫補助金・ 公有民営方式車両購入費国庫補助金を 受けよ う と する 場合

のみ】

（ １ ） 事業の目標
※該当なし

（ ２ ） 事業の効果

※該当なし

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う 事業者又は地方公共団体、 要する 費用の総額、 負

担者と その負担額【 車両減価償却費等国庫補助金・ 公有民営方式車両購入費国庫補助金を受

けよ う と する 場合のみ】

※該当なし

14． 老朽更新の代替によ る 費用の削減等によ る 地域公共交通確保維持事業における 収支の改善に

係る 計画（ 車両の代替によ る 費用削減等の内容、 代替車両を 活用し た利用促進策）

【 公有民営方式車両購入費国庫補助金を 受けよ う と する 場合のみ】

※該当なし

15． 貨客混載の導入に係る 目的・ 必要性

【 貨客混載導入経費国庫補助金を受けよ う と する 場合のみ】

※該当なし

16． 貨客混載の導入に係る 定量的な目標・ 効果

【 貨客混載導入経費国庫補助金を受けよ う と する 場合のみ】

（ １ ） 事業の目標

※該当なし

（ ２ ） 事業の効果

※該当なし

17． 貨客混載の導入に係る 計画の概要、 要する 費用の総額、 内訳、 負担者及び負担額【 貨客混載

導入経費国庫補助金を 受けよ う と する 場合のみ】

※該当なし

18． 協議会の開催状況と 主な議論

・ 令和４ 年度 第１ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 4 年 6 月 10 日）

議題： 令和３ 年度 事業報告、 事業収支決算（ 案）、 令和４ 年度 事業計画（ 案）、 事業収支予算（ 案）、 生

活交通確保維持改善計画の令和５ 年度認定申請についての検討・ 承認、 コ ミ ュ ニティ バスのダイ ヤ

等の一部改正について

・ 令和４ 年度 第２ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 4 年 10 月 29 日）

議題： 利用促進イ ベント 「 懐かし のボンネッ ト バス 38 年ぶり に伊勢を走行‼」 について、 令和５ 年度版
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伊勢市公共交通時刻表について、 廃止代替路線バスの運賃改定について、 おかげバス への電気バス

導入についての報告、「 第 10 回伊勢市バス ポスタ ーコ ンク ール」 の結果についての報告

・ 令和４ 年度 第３ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 5 年 1 月 10 日）

議題： 令和４ 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する 事業評価、 令和５ 年度 伊勢市コ ミ ュ ニティ

バス の運行及び路線・ ダイ ヤ変更について、 令和５ 年度版 伊勢市公共交通時刻表について、 利用

促進イ ベント 「 懐かし のボンネッ ト バス 38 年ぶり に伊勢を走行‼」 の実施結果報告

・ 令和４ 年度 第４ 回伊勢地域公共交通会議（ 書面議決）（ 令和 5 年 3 月 28 日）

議題： 令和４ 年度 事業収支補正予算（ 案）、おかげバスデマンド（ 予約制） の運行事業者についての報告、

令和５ 年度版 伊勢市公共交通時刻表の作成状況の報告

・ 令和５ 年度 第１ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 5 年 4 月 14 日）

議題： 令和５ 年度 事業計画（ 案）、 令和５ 年度 事業収支予算（ 案）、「 夜間早朝交通対策部会」 の協議経

過についての報告

・ 令和５ 年度 第２ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 5 年 6 月 20 日）

議題： 令和４ 年度 事業報告、 事業収支予算（ 案）、 コ ミ ュ ニティ バス のダイ ヤ変更について、 生活交通確

保維持改善計画の令和６ 年度認定申請についての検討・ 承認、「 夜間早朝交通対策部会」 の協議経過

についての報告

・ 令和５ 年度 第３ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 6 年 1 月 5 日）

議題： 令和５ 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する 事業評価について、 令和６ 年度 伊勢市コ ミ

ュ ニティ バスの運行及び路線・ ダイ ヤ変更について、 専門部会「 夜間早朝交通対策部会」 の内容に

ついて、・「 観光地における 夜間のタ ク シー増車配備の実証事業」 についての報告

・ 令和５ 年度 第４ 回伊勢地域公共交通会議（ 書面議決）（ 令和 6 年 3 月 29 日）

議題： 令和５ 年度 事業収支補正予算（ 案） について、 おかげバスデマンド （ 予約制） の運行事業者につ

いての報告、 市職員への通勤手段アンケート の結果についての報告、 伊勢やすら ぎ公園無料送迎バ

スの利用実績についての報告

・ 令和６ 年度 第１ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 6 年 4 月 19 日）

議題： 令和６ 年度 事業計画（ 案） について、 令和６ 年度 事業収支予算（ 案） について、「（ 改訂） 伊勢

市地域公共交通網形成計画」 の補助制度の連動化及び「 伊勢市地域公共交通計画」 の策定について、

伊勢地域公共交通会議設置要綱の改正について、 専門部会「 夜間早朝交通対策部会」 の協議経過に

ついての報告

・ 令和６ 年度 第２ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 6 年 6 月 18 日）

議題： 令和５ 年度 事業報告、 事業収支予算（ 案）、 地域公共交通確保維持事業に係る 計画の令和７ 年度認

定申請についての検討・ 承認、伊勢地域公共交通会議設置要綱の改正について、神宮 125 社巡り（ 修

正案） についての報告

・ 令和６ 年度 第３ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 6 年 11 月 26 日）

議題： 伊勢市地域公共交通計画の策定についての検討・ 承認、 伊勢市「 日本版ラ イ ド シェ ア」 実証事業、

専門部会「 第 9 回 夜間早朝交通対策部会」 の内容、 伊勢玉城線の運賃改定、 自動運転実証事業の

実施についての報告

・ 令和６ 年度 第４ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 6 年 12 月 25 日）

議題： 令和 6 年度 地域公共交通確保維持改善事業に関する 事業評価、 伊勢市地域公共交通計画、 自家用有

償旅客運送（ 沼木地区自主運行バス） の更新登録、 令和７ 年度 伊勢市コ ミ ュ ニティ バス の運行及

び路線・ ダイ ヤ変更についての検討・ 承認、 伊勢市「 日本版ラ イ ド シェ ア」 実証事業、 自動運転実

証事業についての報告

・ 令和６ 年度 第５ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 7 年 3 月 11 日）

議題： 伊勢市地域公共交通計画について、 令和 7 年度 事業計画（ 案）、 令和 7 年度 事業収支予算（ 案）、

令和 6 年度 事業収支補正予算（ 案） についての検討・ 承認、 おかげバス デマンド （ 予約制） の運

行事業者、 伊勢市「 日本版ラ イ ド シェ ア」 実証事業、 神宮 125 社めぐ り （ 二見エリ ア） の完成につ

いての報告

・ 令和７ 年度 第１ 回伊勢地域公共交通会議（ 令和 7 年 6 月 6 日）

議題： 令和６ 年度 事業報告、 事業収支予算（ 案）、 地域公共交通確保維持事業に係る 計画の令和８ 年度認

定申請、 土路今一色線の再編、 伊勢市地域公共交通計画、 伊勢市「 日本版ラ イ ド シェ ア」 長期実証

事業、自動運転実証事業についての検討・ 承認、 神宮 125 社巡り （ 外宮エリ ア」、大湊・ 神社エリ ア）

についての報告
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【 本計画に関する 担当者・ 連絡先】

（ 住 所） 伊勢市岩渕 1 丁目 7-29

（ 所 属） 伊勢市都市整備部交通政策課

（ 氏 名） 御村 聡美

（ 電 話） 0596-21-5593

（ e-mai l ） kout su@ci t y. i se. mi e. j p

注意： 本様式はあく ま で参考であり 、 補助要綱の要件を満たすも のであれば、 こ の様式によ ら

なく ても 差し 支えあり ま せん。

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏ま えて作成をお願いいたし ます。

各記載項目について、 地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス 継続実

施計画を作成し ている 場合には、 当該計画から 該当部分を転記し たり 、 別添○○計画△節

のと おり 、 等と し て引用し たり する こ と も 可能です。（ ただし 、 上記２ ．・ ３ ． については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス 継続実施計画に定める 目標、 当

該目標を達成する ために行う 事業及びその実施主体に関する 事項と の整合性を図る よ う に

し て下さ い。 ま た、 地域公共交通計画全体と し て、 協議会における 協議が整った上で提出

さ れる 必要があり ま す）。

※該当のない項目は削除せず、「 該当なし 」 と 記載し て下さ い。

19． 利用者等の意見の反映状況

おかげバス については、 公共交通の再編にあわせて実施し た自治会やま ちづく り 協議会と 意見交換会、 市民

アンケート 、 バス 利用者アンケート での意見や提出さ れた要望書等を参考に、 路線・ ダイ ヤ等で反映さ せてい

る 。 ま た、 伊勢ま つり などのイ ベント 開催時に臨時相談窓口を設置し 、 利用促進を図る と と も に、 得ら れた意

見を路線・ ダイ ヤ等で反映さ せている 。

沼木地区自主運行バス については、 沿線自治会の代表者で構成し た沼木バス 委員会の設置や提出さ れた要望

書、 沼木ま つり などの地域イ ベント を活用し た意見聴取等によ り 、 実際の利用者の意見等を、 ルート ・ ダイ ヤ

等に反映さ せている 。



2 -2 ． 地域内フ ィ ーダ ー系統路線 （ 事業主体: 伊勢市）

地域公共交通確保維持事業によ り 、 国のフ ィ ーダー補助を受けながら 維持し ている 路線

位置付け 運行系統名 当該系統の必要性

市内環状線 おかげバス 環状線 市内の各幹線や支線等、 かつ、 地域の生活拠点である

商業施設、 医療施設及び公共施設等を結び、 地域内の

移動を担う 路線、 幹線を補完する 路線と し て必要不可

欠である 。 一方で、 市や運行事業者の運営努力だけで

は路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業に

よ り 運行を確保・ 維持する 必要がある 。

支線 おかげバス

（ ２ ） 辻久留・ 藤里線

（ 緑）

伊勢市大倉町、 辻久留町、 前山町、 旭町、 藤里町、 勢

田町鷹泊・ 千寿台団地から 鉄道駅（ 宇治山田駅、 伊勢

市駅）、 公共施設（ 伊勢市役所、 三重県伊勢庁舎等）、

藤里町の個人医院への通院、 商業施設等への移動手段

のほか、 令和 6 年 5 月に廃止と なった無料送迎バス に

代わる 、 鉄道駅から 「 伊勢やすら ぎ公園」 へのアク セ

ス 手段と し て必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や

運行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難し く 、

地域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持す

る 必要がある 。

おかげバス

（ ７ ） 鹿海・ 朝熊線

（ 橙）

伊勢市朝熊町、 一宇田町、 鹿海町等から の四郷小学校

への通学、 伊勢総合病院への通院、 近鉄五十鈴川駅、

商業施設、 公共施設（ 生涯学習センタ ー） 等への移動

手段と し て必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や運

行事業者の運営努力だけでは路線の維持が難し く 、 地

域公共交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する

必要がある 。

おかげバス

（ ８ ） 二見線（ 紫）

伊勢市二見町地区から の伊勢総合病院への通院、 近鉄

五十鈴川駅、 商業施設、 公共施設（ 生涯学習センタ

ー） 等への移動手段と し て必要不可欠な路線である 。

一方で、 市や運行事業者の運営努力だけでは路線の維

持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ り 運行を

確保・ 維持する 必要がある 。

おかげバス

（ 1 0 ） 東大淀・ 明野・

小俣線（ 灰）

明和町大淀地区、 伊勢市東大淀町、 村松町、 小俣町明

野地区、 野村町等から の鉄道駅（ 近鉄明野駅・ J R 宮

川駅）、 公共施設（ 小俣郵便局・ 小俣図書館・ 小俣総合

支所等）、 伊勢赤十字病院、 小俣町中心部、 明和町大淀

地区の個人医院への通院、 商業施設等への移動手段と

資料２ －２
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し て必要不可欠な路線である 。 一方で、 市や運行事業

者の運営努力だけでは路線の維持が難し く 、 地域公共

交通確保維持事業によ り 運行を確保・ 維持する 必要が

ある 。

沼木バス 沼木地区の住民にと っては、 沿線に立地する 病院への

通院や買物のほか、 沿線に立地する 小学校の児童や、

中学校・ 高等学校の生徒の通学時に必要不可欠な路線

である 。 一方で、 市や運行事業者の運営努力だけでは

路線の維持が難し く 、 地域公共交通確保維持事業によ

り 運行を確保・ 維持する 必要がある 。



４ ． 地域公共交通全体の 定量的な 指標・ 効果と 把握手法

4 -1 .定量的な 指標と 把握手法

支線【 沼木バス デマンド 】 事業許可区分： ４ 条乗合 運行態様： 区域運行

実施主体： 伊勢市（ 運行はタ ク シー事業者）

路線名 運行区域

沼木バス デマンド

津村町、 上野町、 円座町、 神薗町、

度会町葛原、 度会町大野木、 度会町棚橋

※時刻と 停留所を予め定めて予約がある 場合にのみ運行

指標
現況値

（ H3 0 年度）

実績値

目標値

（ R８ 年度） 把握

方法

把握

間隔

①路線バスの利用者数

(外宮内宮線･CAN ばす･二見サ

ンアリ ーナ線を除く )

1 ,5 8 4 ,3 0 0 人
1 ,1 2 8 ,9 0 0 人

（ 令和５ 年度）

1 1 4 万人

（ 令和８ 年度）

バス事業者に

よ る 調査
毎年度

②-1 おかげバス の利用者数 7 8 ,0 8 1 人
1 1 7 ,8 3 1 人

（ R4 .1 0 ～R5 .9 ）

1 2 7 ,7 0 0 人
（ R7 .1 0 ～

R8 .9 ）

伊勢市データ 毎年度

②-2 おかげバス デマンド の

利用者数
3 ,5 7 3 人

3 ,0 0 2 人

（ R4 .1 0 ～R5 .9 ）

3 ,0 0 0 人

（ R7 .1 0 ～

R8 .9 ）

伊勢市データ 毎年度

③沼木バスの利用者数 3 ,7 2 2 人
2 ,1 1 1 人

（ R4 .1 0 ～R5 .9 ）

3 ,4 1 0 人
（ R7 .1 0 ～

R8 .9 ）

伊勢市データ 毎年度

④年間利用者数 7 2 名未満

のコ ミ ュ ニティ バス停留所

の割合

3 1 ％
2 8 ％

（ 令和４ 年度）

2 0 ％

（ 令和８ 年度）
伊勢市データ 毎年度

⑤市民アンケート の交通環

境満足度（ 満足・ どちら か

と いえば満足）

4 9 ％
4 4 ％

（ 令和４ 年度）

3 4 ％

（ 令和８ 年度）

伊勢市データ
(伊勢市市民

アンケート )

毎年度

⑥内宮参拝者の公共交通利

用率
3 1 ％

2 5 ％

（ 令和４ 年度）

2 9 ％

（ 令和８ 年度）

伊勢市データ
毎年度

人口減少・ 運転士不足を加味、 現状維持

R8 フ ィ ーダー計画目標値

R12 3,000 人 R8～維持

R6 23％ R12 20% 目標

R6 32％ R12 40％目標

R12 ま でに 35％

R6 26％→R8 29％ (1.5% /年↑）

R8 フィ ーダー計画目標値



4 -2 .実施施策と 効果

実施施策（ 実施主体） 効果
関連する

指標

路線バス の運行維持・ 再編

・ 路線バス の運行維持・ 改善（ バス 事業者、 伊勢市）

・ 路線バス 網の再編（ バス 事業者、 伊勢市）

・ 周辺市町と の連携促進（ バス 事業者、 伊勢市、 周辺市

町）

都市間幹線や地区間幹線を担う 路線

バスを周辺市町やバス 事業者と 連携

し て運行を維持する こ と で、 通学や

通院、 中心市街地等への移動手段を

確保する こ と ができ る 。

①

コ ミ ュ ニティ バス の運行継続・ 改善

・ おかげバス 、 おかげバス デマンド の運行維持・ 改善

（ 伊勢市、 バス事業者、 周辺市町）

・ おかげバス 環状線の運行維持・ 改善（ 伊勢市、 バス 事

業者、 鉄道事業者）

・ 地域主体の自家用有償旅客運送の運行維持・ 改善（ 地

域住民、 伊勢市）

・ 地域が自ら 検討し 運営する 地域交通の導入（ 地域住

民、 伊勢市、 バス 事業者、 タ ク シー事業者）

・ IC カード の導入によ る 利便性向上（ 伊勢市、 バス 事業

者）

・ 地域や施設と の連携によ る 利用促進（ 伊勢市、 バス 事

業者、 地域住民）

支線と なる コ ミ ュ ニティ バス を運行

する こ と によ って、 地区間幹線が運

行し ていない地域住民が通院や通

学、 商業施設や公共施設等への移動

手段を確保する こ と ができ る 。

市内環状線である おかげバス 環状線

については、 市内の各幹線や支線と

商業施設、 医療施設及び公共施設を

結んでいる こ と から 、 市内の各幹線

や支線の利便性を向上する こ と がで

き る 。

②、 ③、

④

公共交通の利便性向上

・ 乗継割引制度の導入（ 伊勢市、 バス事業者、 鉄道事業

者、 タ ク シー事業者）

・「 公共交通ネッ ト ワ ーク 見える 化」 事業の推進（ 伊勢

市、 バス 事業者、 三重県）

公共交通を利用する 際に生じ る 不安

や抵抗感を払拭し 、 気軽におでかけ

ができ る 環境を整える こ と ができ

る 。

①、 ②、

③、 ⑤

⑦路線バスの利用者数

（ 外宮内宮線･CAN ばす･二

見サンアリ ーナ線）

2 ,6 7 6 ,6 0 0 人
1 ,6 5 3 ,6 0 0 人

（ 令和５ 年度）

1 9 6 万人

（ 令和８ 年度）

バス事業者に

よ る 調査
毎年度

⑧公共交通の啓発・ 利用促

進事業に参加し た人数
8 5 7 人

1 ,3 0 2 人

（ 令和４ 年度）

9 8 0 人

（ 令和８ 年度）

伊勢市データ

毎年度

⑨おかげバス・ おかげバスデ

マンド のページ（ 伊勢市ホー

ムページ） アク セス数

3 8 ,3 7 6 件
7 2 ,3 6 8 件

（ 令和４ 年度）

7 2 ,0 0 0 件

（ 令和８ 年度）
伊勢市データ 毎年度

⑩伊勢地域公共交通会議の

開催数
5 回/年

4 回/年

（ 令和４ 年度）

4 回/年

（ 令和８ 年度）
伊勢市データ 毎年度

R12 ま でに 232 万人

R6 178 万→R8 196 万（ 9 万人/年↑）

R12 ま でに 1100 人 R7 目標 940 人

→R8 980 人（ 40 人/年↑）

R12 ま でに 87429PV

R6 64719PV→R8 72000PV

（ 3785PV/年↑）



・ バスロ ケーショ ンシステムの導入（ バス事業者、 伊勢

市）

・ バス停環境の改善（ バス 事業者、 伊勢市）

実施施策（ 実施主体） 効果
関連する

指標

公共交通を利用し た観光振興の推進

・ 観光施設と の連携によ る 公共交通の利用推進（ 鉄道事

業者、 バス 事業者、 タ ク シー事業者、 伊勢市）

・ 観光交通軸での連節バス 運行によ る 利用促進（ バス事

業者、 伊勢市、 三重県、 国）

・ 多様な交通手段の組み合わせによ る 公共交通の利用促

進（ 伊勢市、 バス事業者、 鉄道事業者、 タ ク シー事業

者）

・ 企画き っぷによ る 利用促進（ 鉄道事業者、 バス事業

者、 タ ク シー事業者、 伊勢市）

・ マイ カー観光から 公共交通観光への転換促進（ 鉄道事

業者、 バス 事業者、 タ ク シー事業者、 伊勢市）

・ 電気自動車等の活用によ る 公共交通の利用促進（ バス

事業者、 伊勢市）

観光都市でも ある 本市の地域特性

を生かし 、 まちづく り や観光振興

と 連携し た公共交通と する こ と

で、 観光交流人口の増加、 観光客

によ る 自動車の渋滞発生や交通事

故の発生リ スク の軽減が期待さ れ

る 。

⑥、 ⑦

実施施策（ 実施主体） 効果
関連する

指標

（ 公共交通を） 利用する き っかけの創出

・ 公共交通の利便性、 実用性等の情報発信（ 伊勢市、 バ

ス 事業者、 鉄道事業者、 タ ク シー事業者）

・ ク ルマと 公共交通のかし こ い使い方の周知と その支援

（ バス 事業者、 鉄道事業者、 伊勢市）

・ 高齢者等の外出機会の増進 （ バス 事業者、 伊勢市、 タ

ク シー事業者、 鉄道事業者）

・ みえエコ 通勤デーによ る 利用促進（ バス 事業者、 三重

県、 伊勢市）

地域住民が公共交通の利点を理解

し 、 自ら 利用する き っかけにつな

げる こ と ができ る 。

⑧

わかり やすい情報提供の展開

・ 時刻表の発行（ 伊勢市、 バス事業者、 鉄道事業者）

・ 広報誌や市ホームページ等多様な媒体によ る 情報提供

（ 伊勢市、 バス 事業者、 鉄道事業者、 タ ク シー事業者）

必要な情報をわかり やすく 提供す

る こ と で、 だれでも 気軽に公共交

通を利用する こ と につながる 。

⑨

公共交通を地域で支え、 育てる

・ 地域公共交通会議の活用（ 伊勢地域公共交通会議）

・ 地域意見交換会の実施（ 地域住民、 伊勢市）

・ 広告協賛金事業等多様な収入源の確保（ 伊勢市）

公共交通を地域住民が自ら の問題

と し てと ら える こ と で、 将来的に

も 持続可能な公共交通へと つなげ

る こ と ができ る 。

⑩



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和8年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで
該当する
要件

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

松尾観
音

往6.7ｋｍ

362日

伊勢市駅にて鉄道と接続。
伊勢市駅前バス停にて「伊
勢玉城線」、「土路今一色
線」、「南島線」、「中川
線」、「御座線」、「宿浦
線」、「五ヶ所線」と連絡

③
循環

(12)
伊勢市コミュニティバス
環状線

伊勢市
駅前

伊勢病院
前

伊勢市
駅前

往18.2ｋｍ

362日 5,068回 路線定期

②（1）

伊勢市駅にて鉄道と接続。
伊勢市駅前バス停にて「伊
勢玉城線」、「土路今一色
線」、「南島線」、「中川
線」、「御座線」、「宿浦
線」、「五ヶ所線」と連絡

③
復6.7ｋｍ

362回 路線定期

(11)
伊勢市コミュニティバス
環状線

伊勢市
駅前

伊勢赤十
字病院・
伊勢病院
前

伊勢市
駅前

往10.9ｋｍ

362日

②（1）伊勢市コミュニティバス
辻久留・藤里線

大倉う
ぐいす
台

伊勢やす
らぎ公園、
ベリー藤
里店、勢
田町

②（1）

宇治山田駅、伊勢市
駅にて鉄道と接続 ③

復15.6ｋｍ

(10)
伊勢市コミュニティバス
環状線

河口外
科前

伊勢赤十
字病院

伊勢市
役所正
面

往　　　ｋｍ

362日 543回 路線定期

②（1）

伊勢市駅にて鉄道と接続。
伊勢市駅前バス停にて「伊
勢玉城線」、「土路今一色
線」、「南島線」、「中川
線」、「御座線」、「宿浦
線」、「五ヶ所線」と連絡

③
復10.9ｋｍ

362回 路線定期

(9)

②（1）
近鉄五十鈴川駅、Ｊ Ｒ二
見浦駅にて鉄道と接
続。汐合バス停にて「土
路今一色線」と連絡

③
復19.1ｋｍ

(8)
伊勢市コミュニティバス
辻久留・藤里線

大倉う
ぐいす
台

伊勢やす
らぎ公園、
ベリー藤
里店、勢
田町

五十鈴
川駅前

往19.1ｋｍ

362日 362回 路線定期

②（1） 宇治山田駅、伊勢市
駅にて鉄道と接続 ③

復　　　ｋｍ

543回 路線定期

(7)
伊勢市コミュニティバス
二見線

松下広
場

プライス
カット伊勢
二見店、
山商口

五十鈴
川駅前

往19.9ｋｍ

362日

伊勢市
役所正
面

往15.9ｋｍ

362日

路線定期

②（1） 近鉄明野駅、Ｊ Ｒ宮川
駅にて鉄道と接続 ③

復22.0ｋｍ

(6)
伊勢市コミュニティバス
二見線

松下広
場

プライス
カット伊勢
二見店、
浜郷小学
校前

山大淀

往22.7ｋｍ

362日 362回 路線定期

②（1）
近鉄五十鈴川駅、Ｊ Ｒ二
見浦駅にて鉄道と接
続。汐合バス停にて「土
路今一色線」と連絡

③
復19.9ｋｍ

905回 路線定期

(5)
伊勢市コミュニティバス
東大淀・明野・小俣線

伊勢赤
十字病
院

近鉄明
野駅前

山大淀

往24.0ｋｍ

362日

小俣図
書館

三重
ハートセ
ンター、
近鉄明
野駅前

②（1） 近鉄明野駅、Ｊ Ｒ宮川
駅にて鉄道と接続 ③

復　　　ｋｍ

(4)
伊勢市コミュニティバス
東大淀・明野・小俣線

伊勢赤
十字病
院

三重
ハートセ
ンター、
近鉄明
野駅前

山大淀

往16.2ｋｍ

362日 181回 路線定期

②（1） 近鉄明野駅、Ｊ Ｒ宮川
駅にて鉄道と接続 ③

復23.3ｋｍ

1,448回

いせト
ピア

往11.2ｋｍ

362日 2,534回

②（1） 近鉄明野駅、Ｊ Ｒ宮川
駅にて鉄道と接続 ③

復17.5ｋｍ

(3)
伊勢市コミュニティバス
東大淀・明野・小俣線

小俣図
書館

近鉄明
野駅前

山大淀

往　　　ｋｍ

362日 181回 路線定期(2)
伊勢市コミュニティバス
東大淀・明野・小俣線

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便

増

進

特

例
措

置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７及び別表９）

伊勢市 三重交通株式会社

(1) 伊勢市コミュニティバス
鹿海・朝熊線

市区町村名 運送予定者名
運行系統名
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

路線定期 ②（1） 近鉄五十鈴川駅にて
鉄道と接続 ③

循環

いせト
ピア

朝熊町

資
料

２
－

３



（注）

１．区域運行及び乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

２．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

３．「利便増進特例措置」については、地域公共交通利便増進計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

４．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

５．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

６．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

７．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

①

度会町役場前・南伊勢高校
度会校舎前、グッディバス
停にて「中川線」と連絡。円
座・Ｆ栄団地バス停にて「南
島線」と連絡。横輪口・開花
橋・上野南・上野・広岡・沼
木中学前・昭和苑口バス停
にて「五ヶ所線」と連絡。津
村・津村口バス停にて「南
島線」、「五ヶ所線」と連絡。

③

復20.5ｋｍ

度会町
役場前

往20.5ｋｍ

310日 775回 路線定期

③
復14.1ｋｍ

(16)

沼木地区自主運行バス
南伊勢高校度会校舎
前連絡

川口

津村口

往　　　ｋｍ

310日 155回 路線定期

①
川口バス停にて「南島線」
と連絡。南伊勢高校度会校
舎前バス停にて「中川線」
と接続。

③
復　　　ｋｍ

南伊勢
高校度
会校舎
前

往2.1ｋｍ

310日 155回 路線定期

① 横輪口バス停にて「五ヶ所
線」と連絡 ③

復6.4ｋｍ

(15)
沼木地区自主運行バス
市内連絡用（３）

床ノ木 横輪口

横輪口

往6.4ｋｍ

310日 465回 路線定期(14)
沼木地区自主運行バス
市内連絡用（２）

床ノ木

①
津村口バス停にて「南島
線」と連絡。横輪口バス停
にて「五ヶ所線」と連絡

路線定期 ①
横輪口バス停にて「五ヶ所
線」と連絡。神薗バス停に
て「南島線」と連絡

③
復　　　ｋｍ

床ノ木
横輪口、
沼木神
社北

神薗

往12.5ｋｍ

310日 155回

伊勢市 伊勢市

(13)
沼木地区自主運行バス
市内連絡用（１）

(17)
沼木地区自主運行バス
市内連絡・買物用（１）

床ノ木
横輪口、
津村















議案第４ 号

土路今一色線の再編について

１ ． 土路今一色線について

土路今一色線は、 伊勢市の東豊浜町（ 土路） から 伊勢市駅前を経由して旧二見町（ 今一

色） までを結ぶ三重交通のバス路線であり 、 地域間幹線バスと し て沿線の学校や買い物施

設、 病院等への移動手段と し て重要な路線である。

し かし ながら 、 利用者の減少によって、 収支が著し く 悪化し ており 、 バス事業者による

路線の維持が極めて困難になり つつある。 また、 人口減少に伴って運転手不足も 社会問題

と なる中で、 将来にわたって路線を維持し ていく ためには、 運行面、 費用面において一定

の効率性が確保さ れているこ と が必要である。

２ ． 伊勢志摩地域公共交通利便増進実施計画について

高齢化によって、 土路今一色線をはじ めと した地域間幹線バスの重要性が増し ている一

方、 人口減少が進む中で、 地域間幹線バスを維持し ていく こ と が可能な利用者数を確保す

るためには、 従来から の利用者の利便性を確保する一方で、 新たな需要の取り 込むなど利

用目的の裾野を広げるこ と が必要と なっている。 伊勢志摩地域内の利用状況が減少し てい

る地域間幹線バスについて、 利便性を向上し つつ持続可能な地域交通を目指して利便増進

事業を実施していく 。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



     

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



  

 

  
   

 

 



 



  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

  



 



 

      

      



 



  

 

         

            
 

   

   

 

       

       
                

       
    

     
               

 

    
     

 

 

                 

                     

                

 

                 

                  

                  

                 

   



 

   
      

   
    

   
   

   

   

        



  

   

   

   



  

    

   

   

    



   

 

         
   

 

 



  



   

 

 



  



   

 



   

 



  



  



  



  



  



   

 



   

 

   

 

 

 

 

 

  



  

     

     



   

 

      

 

 

 



  

    



   

 

 
 



  

               



  



  

  



   

 

 

  



   

 

 

   
   

 

 

 

 

 







   

 

 
 

 

 



議案第６号

伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業について

＜実証事業概要＞

・事業名：伊勢市「日本版ライドシェア」長期実証事業

・期間：令和７年８月１日（金）～令和８年１月31日（土） ※27週間

※12月31日（水）、1月1日（木）も実施。

※12月31日は22時～翌3時、1月1日は20時～24時

・曜日：金曜（6台以内）、土曜（8台以内）

令和6年度実証事業の実績に基づき台数を設定。

・時間：20時～24時（繁忙期の12月中及び3連休となる週は26時まで延長）

・配車アプリ：タクシーアプリ「GO」

・実施事業者：①安全タクシー三重 ②三交タクシー ③三重近鉄タクシー（予定）

・事業予算：873万円（うち国から最大で500万円+2/3補助、

県から最大で国補助を控除した市負担分の1/2補助）

・前回の実証事業との違い

①約半年に及ぶ長期的な実証事業での、通常期と繁忙期の需要の現れ方を調査する。

②繁忙期での24時以降の深夜帯の運行により、夜遅い時間の需要の調査を行う。

③車両の待機場所を分散し、前回の事業で取り込めなかった需要を掘り起こす。

・ドライバー雇用：参入するタクシー事業者が行う。計18名程度を予定。







議案第７ 号

自動運転実証事業について

１ 目的

第 63 回神宮式年遷宮において多く の来訪客が予想さ れ、 年々深刻化する 運転手不足と い

う 状況下で新たな輸送手段の確保が求めら れる。2033 年までに運転手を介さ ないレベル 4 自

動運転バスにより 外宮内宮間の運行を可能にするこ と で、 運転手不足解消だけでなく 乗って

いただく 方に歴史と 最先端技術の融合を感じていただきたい。

２ 令和7 年度実験内容（ 案）

（ １ ） 運行期間

12 月頃の 2 週間程度

（ ２ ） ルート

近鉄五十鈴川駅～内宮前

（ ３ ） 使用車両

「 Ｍｉ ｎ ｉ ｂ ｕ ｓ 」（ ティ アフォー製自動運転Ｅ Ｖバス）

定員： 23 名（ 座席 15 名、 運転席1 名、 立席 7 名）

速度： 最高速度 70km/h（ 実証時は 35km/h）

※三重県桑名市、 長野県塩尻市等で使用中

（ ４ ） 活用事業（ 予定）

①国土交通省地域公共交通確保維持改善事業費補助金（ 補助率80%）

②三重県交通不便地域等移動手段確保総合対策補助金（ 上記補助対象外に対し て 50%（ 上

限 800 万円））

※伊勢市予算については 6 月補正で予定

３ ロ ード マッ プ

参考画像：Minibus



概 要
●五十鈴川駅～内宮前の区間における 自動運転レ ベル２ の走行実証。

●自動運転レ ベル４ 対応車両のMin ibus（ 小型バス 、 16人乗り ） を採用し、 中距離輸送を行う 。

●実証期間　 令和7年12月15日（ 月） ～令和7年12月26日（ 金） ※予定

●乗車定員　 16名
●走行速度　 35㎞/h（ 最大）

令和7年度　 走行ルート

2024　 Lv2＋短距離（ 小型）

2025　 Lv2+ 中距離（ 小型）

2026　 Lv2+ ⾧ 距離（ 小型・ ⾧ 期）

2027　 Lv4実証

遷
宮

2033年

自動運転Lv.4
外宮―内宮間を

大型バス の自動運転で
有償運行を 実現

五十鈴川駅

内宮前

自動運転実装ま でのロ ード マッ プ

中期目標と して2027年ま でにLv.4の実証

式年遷宮を 迎える 2033年ま でにLv.4での通年運行

ティ アフ ォ ー社開発
M in ibu s

自動運転事業者

自動運転バス の運行に
関する 業務委託

交通事業者

伊勢市
（ 観光振興課・ 交通政策課・ デジタ ル政策課）

再委託

　 第63回神宮式年遷宮において、 外宮ー内宮間をレ ベル4の自動
運転バス によ り 繋げる こ と で、 観光客や市民の皆様に伝統と 未来
の融合を感じ ていただき ながら 、 運転手不足と いう 課題解決にも
役立てる 。

事業目的

実施体制（ 地域コ ミ ッ ティ ）

伊勢商工会議所
運輸局・ 県警等

アド バイ ス 等の協力

実証車両

●車いすス ペース 　 １ 箇所有
●2023年10月
　 自動運転レベル４ 認可取得
●塩尻市、 小松市、 佐渡市、 　 　
　 成田国際空港を含む全国各　
　 地で実証実施中



出発地： 伊勢市駅前

降車地： 内宮前

外宮内宮線（ 51系統 徴古館前経由） 最終ルート 案



2025実施体制 (最終案)

自動運転事業者

自動運転バス の
運行に関する

業務委託

交通事業者

伊勢市
自動運転バス 運行に関する 企画調整

（ 事務： 観光振興課・ 交通政策課・ デジタ ル政策課）

再委託

企画・ 調整に関する アド バイ ス 等の協力

中部運輸局

中部地方整備局（ 三重河川国道事務所）

三重県県土整備部

中部経済産業局

三重県警察

伊勢商工会議所

伊勢地域公共交通会議 
専門部会 伊勢自動運転地域コ ミ ッ ティ

（ 有識者： 加藤教授、 中平教授  事務局： 伊勢市交通政策課）

公益社団法人 伊勢市観光協会



報告第１ 号

神宮 125 社めぐ り （ 外宮エリ ア、 大湊・ 神社エリ ア） の作成について

令和 7 年度は上半期（ 4 月～9 月末） と 下半期（ 10 月～3 月末） に分け、 新エリ

アを 2 エリ アずつ公開する こ と を 目標に事業を 進めま す。 上半期は「 外宮エリ

ア」「 大湊・ 神社エリ ア」 を 作成し 、 9 月末ま でに公開し ま す。

１ . 外宮エリ ア、 大湊・ 神社エリ アの構成について

①外宮エリ アは 18 社、 大湊・ 神社エリ アは 5 社

②メ イ ンカラ ーを設定（ 参考資料１ ）

③バス 停・ お立ち寄り ス ポッ ト を 地図に追加（ 参考資料２ ）

④外宮エリ アの周辺ス ポッ ト 候補

・ せんぐ う 館

・ 外宮前観光案内所

・ 外宮参道のお店（ 若松屋、 伊勢角谷麦酒、 山村みる く がっ こ う 等）

⑤大湊・ 神社エリ アの周辺ス ポッ ト 候補

・ 山田奉行所跡（ モデルコ ース に組み込み）

・ 山田奉行所記念館（ モデルコ ース に組み込み）

・ 伊勢河崎商人館

・ 旭湯（ おかげ風呂）

・ i chi shi na 船江店（ 伊勢木綿）

・ 喜八屋（ 伊勢う ど ん）

・ 伊勢河崎町家と う ふ（ 築 100 年以上の古民家）

２ . 「 公共交通でゆく 神宮 125 社めぐ り 帖」 HP の PV数について

令和 7 年 2 月 28 日開設から 5 月 15 日ま での HP 閲覧数は【 6, 104 回】 でし た。



【 125 社　 各エリ アテーマカラ ー案】

外宮 内宮 五十鈴川 二見

鳥羽・ 磯部 大湊・ 神社 小俣 田丸

宮川 外城田 斎宮 瀧原



  

  

  

  

  

   

   

 

 

  

 

 

 

  
  

  
  

  

  

    

         

                         

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

  

 

  

  

 

 

   

 



   

  

   

  

  

 

 

 

 

   

                        

                                        

 

    

 

    

    

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 


